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１．事案の概要 

  当該機は、平成２５年５月６日、大阪国際空港Ａ滑走路に着陸後
の地上走行中、Ａ４誘導路上において、１２時１６分ごろ、右エンジン
に火災が発生したことを示す計器表示があったため、当該エンジン
を停止し消火装置を作動させた。その後、当該機は自走により駐機
場まで移動した。 
 
 
２．初動調査実施概要 
  ・ ３名の調査官を５月７日から８日の日程で派遣 
  ・ 機体調査の実施 
  ・ 飛行記録装置の確保 
  ・ 乗員からの口述聴取 
  ・ 誘導員及び整備士からの口述聴取 
  ・ 整備記録等の入手 



煤等の火炎の 
痕跡が認めら 
れる範囲 

● エンジン外観の目視調査の概要 
  
 右エンジンの後方より見て、 ９時から

１０時方向、円環状の燃料配管付近に
約５０センチメートル四方の範囲で煤等
の火炎発生の痕跡があった。 

 特に燃料配管から１８本ある燃料噴
射ノズルへ延びるチューブのうち、１２
番、１３番及び１４番の焼損状態が顕著
であった。 

● 今後の調査予定 
 

 当該型式エンジンの分解検査が、
実施可能な設備が整った施設に搬入
して、焼損状況や原因となった箇所
の特定などを行う予定。 


